
  

       第 11 回・第 12 回/オンライン 

発表：個人プレゼン 

授業全体の目的 

・授業を振り返りながら、将来について考えたことを発信する 

・他者の将来について考えたことを傾聴し、アイディアを提示できる 

・ネクストステップが明確になる 

・行動計画が立てられる 

終了後の学生のイメージ 

・他者との違いを認めること、自分の想いや考えを自分で認め言葉にできる 

・将来について発信すること、対話することを恐れない 

・行動している 

進行の詳細 

 

時間 内容の詳細 備考・留意点他 資料 

【5 分】 導入   

【10 分】 授業の振り返り 

ー授業の内容を振り返る 

プレゼンテーションの進め方 

※授業で2 会場を

使用することは可

能か確認する 

 

【50 分】 

 

学生によるプレゼンテーショ

ン 

5 分×10名 

※履修者 24 名想定のため２

回に分けて実施。残りの 14

名は 12 回の授業で実施 

  

【20 分】 

 

ブレイクアウトセッション 

発表者の「10 年後の姿」 

を実現するために 

協力できること、アイディア

※時間をとることが

できれば、グループ

でブレイクアウトを

設定し、発表者への

フィードバックと発

 



  

をディスカッション 

①プレゼンテーションの感

想・気づきの共有 

 （グループ全員） 

↓ 

②実現のための「協力できる

こと」「アイディア」を デ

ィスカッション 

↓ 

③グループで話し合った内容

を、全体共有 

【ルール】 

●アイディアについて評価判

断はしないでください 

●「実現したい姿」は変えず

に実現する 

方法を考えてください。 

●前向きで積極的な話し合い

をお願いします。 

表者が考えたアクシ

ョンへのディスカッ

ションができるとよ

い 

※ディスカッション

にはファシリテータ

ーをつけるとディス

カッションがしやす

い。 

※参加いただいた実

習家庭や社会人ゲス

トなども参加いただ

くと良い 

※必ずディスカッシ

ョンルールは共有す

ること 

【10 分】 全体共有  

各チーム一言ずつ話し合った

内容を全体へ共有 

※チームディスカッ

ション内容を代表に

全体シェアをしても

らう 

 

【５分】 全体講評 ※ゲストや講師より

全体講評 

 

 

※第 12 回の授業も同様に、個人発表→グループディスカッション→全体共有→全体講評

を行う 


